
（ⅠⅠⅠ）sox及びNOxの簡易測定値と自動測定値

の関係について　　　（第二報）

RelationsbetweenContinuousAnalyticalMethodandSimplified

AnalyticalMethodsonDeterminationofSOxandNOx（PartⅡ）

吉田康夫

1まえかき

前年度の年鰍1）にて、秋季（9月、10月、11月）にお

ける簡易測定法と自動測定機法による測定値についての

関係を検討したところ、両者の間には高い相関関係があ

ると報告した。そこで、今回は一年間の調査結果が行ら

れたので、両者間の関係について季節別、月別、測定値

点別にそれぞれの相関関係を調べ、簡易測定法について

総合的に検討したので報告する。

2　調査地点及び調査方法

県内22地点にアルかノ炉紙及び二酸化鉛を各1個すつ

設置し、30日間大気中に暴露した。調査地点及び調査方

法にっててはすでに前報で報告済みである。

3　分析方法

簡易測定法　　硫黄酸化物…‥比濁法

窒素酸化物・t・・‥シアゾ化法

自動測定法　　二酸化硫黄…‥t導電率法

窒素酸化物・…ザルソマン法

Fig－Ⅰ硫黄酸化物の月別変化

－33一



4　結果及び考察

4一】硫黄酸化物及び窒素酸化物の月別変化

二酸化鉛法及びアルカリ折紙法による硫黄酸化物測定

値の一年間の月別変化をFlg¶1からみると、各測定地

引二より月別変化は異をるが、全体的にみて冬季の12月

頃と夏季の8月頃に高い濃度値がみられる。また、過去

のデータを参照すると、昭和45年、46年の硫黄酸化物量

の報告（2）でも夏季と冬季に高いピークがみられている。

また、硫黄酸化物量は過去と比較するとかをり少くなっ

ているのがわかる。

A痩　－　P b　0　2　法
B岳　　ア　ルカリ　一戸紙應

　 月

N 。 鵬 意 葦

1 9 7 7 年　 3 日 4　 月 5　 月 6　 月 7　 月 8　 月

S O x N O x S O x N O x S O x N O x S O x N O 、、 S O x N O x S O x N O x

A 癌 B 盛 B　 底 A 虐 B 底 B　 虐 A 盛 B 虐 B l東 A 虐 B 底 B　 虐 A 可 B 底 B　 岳 A 底 B ／羞 B　 底

1 草　 加　 市　 役　 所 0　 6 3 0 19 1 0 、9 4 0　4 3 0　3 6 1 3　6 7 0　2 8 0　 24 3　 79 0　 33 0　 2 5 1 6 7 0　 4 0 0 ，2 4 5　6 3 0　3 1 0　2 7 6　8 6

2 越　 谷　　 ク 0　 4 1 0　 30 1 7 1 9 0　3 4 0　 30 10　 0 0 0　3 6 0 ，2 3 2　 7 3 0　 29 0　 2 0 T　 r 0　 2 4 0 1 4 5 ．4 7 0　5 0 O　Z 6 4 1 4

3 春　 日　 部 0　 4 4 0　3 0 1 2 ．5 0 0　2 4 0　 2 1 53 3 3 0　2 4 0 1 7 T r 0　 23 0 1 5 T　 r 0　 2 1 0 ，1 3 1 7 2 0　3 8 0 17 2　4 3

4 土　 産声　　 ヶ 0　 4 3 O　 Z6 1 0　3 1 0　3 8 0　3 8 1 2　0 0 8 二召 4 0　 30 3　 33 0　 30 0 1 9 T　 r 0　 2 4 0　 0 6 T r 0　 3 0 0 11 3　 0 0

5 八　 潮 0　 5 0 0　4 0 1 5　6 3 0　 4 3 0　4 3 12　 3 3 0　 4 4 0　 30 2　7 3 0　 28 0　 2 3 T ′r 0　 2 9 0 ．2 1 6　 4 1 0　 4 8 0　 2 7 4　 0 （〕

6 鳩 ヶ 谷　　 〃 0　 4 8 0 ．4 0 22 1 9 0　 3 8 0　 3 3 ユ3　 0 0 0　 3 2 0　 26 6　2 1 0　3 3 0 ．28 3　7 5 0　 3 9 0　 2 0 7　 34 0　 4 7 0　 2 3 10　 4 3

7 和　 光　　 〃 0　 6 5 0　 2 j 12 ．8 1 0　 4 1 0　 3 6 14　 6 7 0　 3 1 0　 24 5　7 4 0 ．6 0 0　 23 8　2 6 0　3 8 0　 2 9 8　 44 0　 5 1 0 1 2 7　 2 9

8 浦　 和　　 〃 0　 5 3 0　 3 4 19　 0 6 0　 3 0 0 ．2 2 1Z　 O O 0　 2 5 0 15 ぢ 5 0 0　4 2 0 16 5　8 7 0　 24 0 1 9 5　 47 0　 3 3 0　 0 9 6　 0 0

9 大　 宮 0　 5 5 0 ．4 8 2 3　 4 4 0　 2 9 0　 3 2 13　 3 3 0　 3 2 0 16 5　0 0 0　2 4 0　2 1 3 ．5 4 0　 24 0 1 7 5 ．16 0　 37 0 1 0 6　 5 7

I O 上　 尾　　 ヶ 0　 5 6 0 ．4 7 2 2　 5 0 0　 3 4 0　 3 0 1 1 6 7 0　 3 4 0　2 4 4　 5 5 0　 3 0 0　2 4 2　 0 8 0　3 6 0　 24 4　 84 0　 25 0　 2 2 5　 5 7

I l 人　 間 0 3 1　 0　 Z 5 9 ．38 0　 2 4 0 ．1 9 5　 6 7 0　 2 1 欠 欠 0 ．1 9 0 、2 0 1 3 0 0 1 7 0　 07 2　 66 0　 60 欠 久

1 2 川　 越　　 〃 0　 3 4 0 ．3 0 1 7 1 9 0　 2 5 欠 欠 0　 2 2 q 17 1 7 6 0　 2 3 0 1 8 4　 3 5 0 19 0 ．17 4　 22 0　 31 0 1 3 4 14

1 3 盲巨　 答　　 〃 0　 3 3 0　 2 6 1 5　 00 0　 2 1 0 1 9 8　 00 0 ，2 1 0 15 1 8 2 0 1 8 0 1 2 2　 2 9 0 ．1 5 0 ．12 1 7 2 0　4 9 0 ．1 1 2　8 6

1 4 富 士 見　　 〃 0　 3 1 0　 2 5 i O　 63 0　 2 3 0 1 9 5　 6 7 0　 2 0 0 1 5 T　 r 0 1 9 0 1 ヰ T　 r 0　 2 1 0 15 1 8 8 0　3 4 0　 0 9 1 4 3

1 5 ｛鳴　 巣　　 〃 0　 2 9 0 1 9 7　 50 0 1 9 0 1 4 3　 00 0　 2 2 0 1 4 T　 r 0　 2 0 0 1 2 T　 r 0　 2 6 0 10 0　7 8 0　3 1 0 1 0 T　 r

1 6 東 松 山 車 ≠ 校 0　 2 3 0 1 7 8 13 0　 4 5 0 1 3 4 ．67 0 1 6 0 1 1 T　 r 0 1 7 0　 0 9 T　 r 0　 2 1 0 10 1 8 8 0　2 5 0　0 8 T　 r

1 7 幸　　 手 保 健 所 0　 28 0　 2 3 1 0 ．3 1 0　 2 3 0 1 6 4　 6 7 0　 2 7 0 1 5 T　 r 0 1 8 0 1 3 T　 r 0 1 4 0 11 T　 r 0　2 1 O i 3 0　7 1

1 8川　 口　 保　 健　 所 0　 54 0　 4 5 2 5　 63 0　 44 0　 3 2 1 5　3 3 0　 3 3 0　 2 5 5 1 5 0　 3 3 0 1 3 3　 0 4 0　 2 9 0　3 0 9　3 8 0　4 9 0 1 2 8　4 3

1 9戸 田 威　　 〃 0　 55 0 ．4 1 2 3　 44 0　 38 0　 2 9 1 1 3 3 0　 3 5 0　 2 9 4　 7 1 0　 2 6 0　 2 3 5　 2 2 0　 2 8 0　2 7 7　3 4 0　3 1 0 13 6　5 7

2 0戸斤　 ／尺 0　 29 0 1 3 8　 75 0　 2 5 0 1 8 8　3 3 0　 2 2 0 1 5 3　 2 4 0　 2 0 0 1 2 2　 8 3 0　 2 i 0 1 3 4　 6 9 0　2 0 0　0 7 Z　5 7

2 1川　 口　 市　 役　 所 0　 56 0　 25 エ6　 25 0　4 7 0　 3 7 1 9　0 0 0　 4 1 0　 2 6 7　 3 5 0　 2 0 0　 2 7 9 1 3 0　 4 1 0　 2 5 1 1 8 8 0　 4 7 0 1 5 10　 7 1

2 2川 口 南 平 郷 公 民 館 0 ．4 1 0　 28 2 0　0 0 0　4 5 0　 33 1 8　6 7 0　 39　 0　 27 9 1 2 0　 3 1 0　 2 1 1 0　 8 7 0　 3 5 O　 Z l 13　 2 8 0　 3 7 0　 2 7 4　 4 3

単位（SOx：SOlrn9／day／100cnf，NOて：NO2ug／da y／100crJ）Tr　痕跡

TableI硫黄酸化物及び窒素酸化物測定結果値

窒素酸化物の月別変化は、硫黄酸化物と異なり各測定

地点とも一様な変化がみられた。主な代表測定点の変化

をFlg－2に示した。

冬季が高く夏季に低い変化をみせている。

4－2　二酸化鉛法とアルカリ濾紙法の比較

前報において、両者の関係は冬季では高い相関がある

と報告したが、春、夏季における両者間の比較をしてみ

ると、単相関係数が春季では0．693，夏季では0．351と低

く、高い相関は得られなかった。3月から8月まての相

関図をFlg－3　に示した。これらの低い相関を示した原

凶としては、簡易測定法は気象条件に影響されやすく、

特に7ルカリ炉紙法は湿度又は降雨量と関係が強いため

と考えられる。このことは、林（3】らによってもアルカリ

竜
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5t牢9　1白　111252年　　2　　ユ　　4　　5　　占　　7　　8月

Flg－2　窒素酸化物の月別変化

炉紙法高湿度の時は、測定値が低くなると報告されてい

る。そこで、降雨量を測定している熊谷市について単相

関と同時に偏相関をみて雨量との関係を解明した。その

結果，二酸化鉛とアルカリ炉紙法の両者の単相関は0．44

8　であるが、雨量を背景とした時の二酸化鉛法と折紙法

の偏相関係数は0．846　と高くをっている。また、二酸化

鉛法を背景とした時の折紙法と雨量の偏相関係数は－0．

906　と逆相関の関係がみられた。このことは、降雨i迂も

アルカリ炉紙法に与える影響因子として考えられ、もし
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Flg－3　P bO2法とアルカリ折紙法による硫黄酸化物値の月別回帰直線

降雨量の多い時期をどにアルカリ炉紙法にて測定を実施

する場合は、特に何らかの工夫が必要と考えられる。

4－3　簡易測定法による測定値と導電率法によるSO2

値の比較

二酸化鉛饉及びアルカリ折紙法による硫黄酸化物値を

求め、自動測定値との相関を一年間月別にみたか、高い

TableLⅡ　二酸化鉛法（SOx）と導電率法S02値の
相関関係

回 帰 直 線 式 相 関 係 数 試 料 数
有 音 性

の 有 叫

1 97 6 年　　　　 9 H Y ＝ 1 ．5 8 × 十 0 6 68 0　6 7 7 2 2 有

1 0 月 Y ＝ 2 3 9 × ＋ 0 7 47 0　5 4 0 2 0 有

I l 月 Y ＝ 2 0 0 × 十 0 7 71 0　6 6 0 2 Z 有

12 月 Y ＝ 0 2 4 × ＋ 0 0 5 2 0　7 0 7 2 2 有

1 9 7 7 年　　　 1 月 Y ＝ 0 1勺× 十 0 1 2 1 0　6 1 6 1 9 有

2 月 Y ＝ 0 1 3 × ＋ 0 2 0 3 0　4 28 2 Ⅰ 辞

3 月 Y ＝ 0 2 3 × 十 0 0 6 1 0 ．53 5 21 有

4 月 Y ＝ 0 1 9 × 十 0 0 5 1 0　4 7 9 2 1 有

5 月 Y ＝ 0 0 1 × ＋ 0 2 7 1 0　07 j 2 1 無

6 月 Y ＝ 0 0 2 × ＋ 0 2 43 0 10 2 2 1 阜

7 月 Y ＝ 0 0 5 × ＋ 0 2 04 0　2 8 3 2 1 辛

8 月 Y ＝ 1 2 9 × 十 0 7 2Z 0　2 5 7 2 1 嘩

冬 亨

（9 月 、1 0 月 、1 1 月 ）
Y ＝ 1 78 × ＋ 0 7 9 9 0　5 8 6 6 4 有

秋 季
（1 2 月 、1 月 、2 月 ） Y ＝ 2 1 1 × ＋ 0 8 0 7 0　6 7 3 64 有

春 季

（3 月 、4 月 、5 月 〕 Y ＝ 1 Ⅰ6 × 十 1 0 0 0 0　3 64 64 首

夏 季
（6 月 、7 月 、8 月 ） Y ＝ 0 8 8 × ＋ 0 9 2 6 0 19 2 63 声庄

Y・■ナ．レヰ′．」、SO2　仙，Y　・1し化鉛．」、S Ox†1′【

（F検定　95％信頼度）

－35一

相関は得られなかった。Table－Ⅲ～Ⅲを参照。

特に5～8月にはほとんど相関は得られず、12月に相関係

数が0．707　という値が得られたにすぎず他の月はそれ以

下であった。季節別にみても秋、冬、春季はF検定（95

％信頼度）をおこなった結果、有意差が認められたがそ

れほど高い相関係数は得られていなかった。また、夏季

においては相関はみられなかった。

Table【Ⅲアルカリ7戸紙法（S O x）と導電率法S02
の相関関係

回 帰 直 線 式 相 関 係 数 試 料 致 有 音 性
の 宥 恕

17 7 6 年　　　 9 月 Y 二＝2　3 8 × 十 0　87 4 0　3 6 4 1 9 無益

1 0 月 Y ＝ 3　9 2 × 十 0　65 0 0　6 5 1 1 9 毛

1 1 月 Y ＝ 3　06 × ＋ 0　6 9 0 0 ＿6 6 1 2 0 壱

1 2 月 Y ＝ 2 ．78 ＞く＋ 0　8 4 3 0　7 9 2 2 2 有

1 9 7 7 年　　　 2 月 Y ＝ 2 5 0 × ＋ 0 7 6 5 0　6 44 2 Z 石

3 月 Y ＝ 1 ＿7 2 × ＋ 1 0 9 3 0 ＿4 74 2 Z 有

4 月 Y ＝ 0　6 9 × 十 1 3 8 5 0　2 36 2 2 錮羅

5 月 Y ＝ 0　5 1 × 十 1 Z O4 0 1 22 2 0 虫庄

6 月 Y ＝ 0　5 0 × 十 1 1 4 7 0 ．0 8 0 2 0 圭旺

7 月 Y ＝ 1 ．1 9 × ＋ 0　9 04 0 13 5 2 1 真壁

8 月 Y ＝ 2　5 8 × 十 0 7 97 0　4 19 2 1 由仁

9 月 Y ＝＝1 ＿7 5 × 十 0 ．93 8 0　2 1 2 Z O 圭旺

秋 季
（9 月 、10 月 、1 1 月 ） Y こ＝2 ＿85 × ＋ 0　8 19 0　6 6 5 5 8 有

冬 季
（1 2 月 、1 月 、2 月 ） Y ＝ 2　69 × 十 0　7 8 0 0　7 2 3 6 6 有

春 季
（3 月 、4 月 、5 H ） Y ＝ 1 08 × ＋ 1 12 1 0 ：Z6 6 6 2 有

夏 季
（6 日 、7 F】、 8 月 ） Y ＝ 1 9 1 × 十 0　8 6 6 0　2 6 1 6 2 毛■

Y　・吊パ．＿】、S n2仙，＼：‾－ルナ7＝J・お1几∴S（1x†直

F粁′Lt）5クス†．．1・＝い⊥



しかしながら、古明（4）らによる東京都における二酸化

鉛法と自動測定法の相関は非常に高く、また、三重鄭5）

においても高い相関があると述べられているが、県内に

おいては有意性は認められているが、相関は高くをくこ

のため、容量法（珊）への換算式は考えることが無理と

判断した。

4－4　窒素酸化物値のアルカリロ紙法と自動測定機法

の比較

TableⅣ～Ⅵはアルカリ炉紙法と自動測定機法の相関

関係である。これらの表から月別に両者の関係を単相関

にて比較してみると、冬季の12月、1月、2月頃に相関

が高く、春～夏季にかけての月は相関が低く両者の問は

無相関と言ってよいほどである。その中でもやはり自動

測定機慮のNO値の折紙饉との相関が一番よく、2月には

相関係数が0．840と高い値が得られた。

また、季節別に分けて検討してもNO値との問にはす

べての季節にF検定（95％信頼度）の結果有意性が認め

られ、特に秋、冬、春の三季節には相関係数が0．700以

上の高い値が得られた。

しかしながら、S02値との関係と同様に夏季の6月

7月、8月に高い相関が得られをかったのは、気象的要

素が大きく影響していること、アルカリ折紙法の捕集能

Table－Ⅳ　アルカリ折紙法（NOx）とサルソマン法
（NO）の相関関係

回 帰 直顔 式 相 関係 数 試料 数
有 意性

の 有 簗

19 7 6年　　　 9 月 Y ＝ 0．0 5× ＋ 0．98 9 D　5 8 2 1 6 右

ユ0 月 Y ＝ 0 0 9 ×十 0 3 1 8 0　7 8 9 16 有

11 月 Y ＝ 0 0 7 ×十 0 4 3 0 D　70 2 16 看

12 月 Y ＝ 0 0 7 ×＋ 0 7 4 6 0　61 3 18 有

1 9 77 年　　　 1 月 Y ＝ 0 ．0 6 ×＋ 0 9 0 5 0　71 0 1 8 有

2 月 Y ＝ 0 0 7× 十 0 5ヱ6 0　8 4 0 1 8 有

3 月 Y ＝ 0 0 6× ＋ 0 98 3 0　6 5 2 1 9 有

4 月 Y 二＝0 0 3× 十 0 、8 53 0　5 1 3 1 7 有

5 月 Y ＝ 0 08 × 十 0 68 4 0　3 6 2 田 奴

6 月 Y ＝ 0 0 8 × 十 0　61 7 0 ．5 2 2 1 2 無

7 月 Y ＝0 0 2 ×十 0 8 7 7 0 17 0 エア 車

8 月 Y ＝ 0 0 7 ×十 1 0 1 6 0 ．65 5 16 有

秋 季

（9 月」 0月 、1 1月 ） Y ＝ 0 0 6× ＋ 0 ．9 2 3 0　8 1 6 4 8 有

冬 季

（12 月、1 月 、2 月 ） Y ＝ 0 0 7× ＋ 0 6 28 0　7 9 1 5 4 有

春 季

（3 月、4 月 、5 月） Y ＝ 0 0 7× ＋ 0 70 1 0　7 5 0 4 7 有

夏 季
（6 月、7 月 、8 月） Y ＝ 0．07 × 十 0 81ユ 0　4 6 1 4 5 有

（F検定95％信頼度）
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Table－Ⅴ　アルカリ折紙法（NOx）と
ザルソマン法（NO）の相関関係

回帰直線式 相関係数 組 数 夏雲貨

1976年　　　 9 月 Y ＝0 05X ＋1 673 0 541 ユ5　　　 有

10月 Y ＝0 07X ＋1 580 0　725
可 有

11月 Y ＝0 03 X ＋2 210 0　515
16 f 有

12月 Y ＝0 02 X ＋2 6Z7 0　352
18 い

1977年　　　 ユ月 Y ＝0．02 X ＋2 44 6 0 3 11
18 l 確

召月 Y ＝0．04 X 十2．191 0　670
18 J 右

3 月 Y ＝0 04 X 十2 815 0 423
19 f 無

4 月 Y ＝0 06 X ＋2 307 0 4 58
Ⅰ7 J 無

5 月 Y ＝→0 ユ3 X ＋3 29 0　388
11 一 声

6 月 Y ＝一0．04 X ＋2 822 0 163 ・j≡

7 月 Y ＝0 03 X 十2 194 0 159
17 J 率

8 月 Y ＝0 01 X 十2．355 0 109
16 い

秋 季
（9 月、10月、11月） Y ＝0 04×＋1 887 0　774

47 l 有

冬 季
（12月、1月、2 月） Y ＝0 02 X 十Z 524 0 498

5り 有

春 季
（3 月、4 月、5月） Y ＝0．05 X ＋2 552 0　533

47 l 有

喜：李
（6 月、7 月、8 月） Y ＝0 01 X 十2 435 0 034

45 j 囁

（F検定　95％信頼度）

Table－VIアルカリ炉紙法（NOx）とザルソマン
（NOx）の相関係数

回 帰 直線 式 相 関係 数 試料 数
有 苛 性

の 有 墾

19 7 6年　　　 9 月 Y ＝ 0 0 8 ）く十2 8 2 2 0　4 6 7 15 ］盃

1 0月 Y ＝0 1 5 X ＋1 8 9 8 0　79 0 16 有

1 1月 Y ＝0 0 8 X 十3 07 4 0　5 4 9 1 6 有

12 月 Y ＝0 09 X 十3 37 3 0　5 6 9 1 8 右

1 9 77 年　　 1 月 Y ＝0 0 9 X 十 3 3 5 1 0　6 29 18 有

2 月 Y ＝0 1 2 X 十2 7 1 7 0　80 5 18 有

3 月 Y ＝0 ．1 0 X ＋3．7 98 0　60 9 1 9 有

4 月 Y ＝0．0 9 X ＋3 15 9 0　5 1 7 1 7 有

5 月 Y ＝0 04 X ＋3 9 7 4 0 1 1 5 田 寧

6 月 Y ＝0 ．0 5 X 十3 ＿4 3 9 0 1 49 12 j荘

7 月 Y ＝0 0 6 X 十3 0 70 0 17 7 1 7 壬庄

8 月 Y ＝0 0 9 X 十3．37 1 0　4 4 5 1 6 重圧

秋 季
（9 月、10 月 、1ユ月 ） Y ＝0 09 X ＋2．9 2 3 0　7 80 4 7 有

冬 季

（12 月、1 月 、2 月 ）
Y ＝0 1 0 X 十3 ．1 5 1 0　7 50 54 有

春 季
（3 日、4 月、5 月） Y ＝0 ユ2 X ＋3、2 52 0　70 9 4 7 有

夏 二李

（6 月 、7 月、8 月） Y ＝0 07 X ＋3 二Z4 7 0　2 6 6 4 5 率

（F検定　95％居頻度）



力すをわちアルかノ折紙法では低濃度の窒素酸化物は、

捕集できないためと考えられる。実際にTableIをみる

と、6月～7月項は7ルカリ折紙法で窒素酸化物を測定

した時の値は低く、10・〃gN02／day／100c一正前後の測定

値が多く見られ、中には不検出の測定地点もある。

また、測定地点別に相関関係をTableⅦ～Ⅸに示した。

これらの表から、NO値及びNOx値と折紙法の間には

すべての測定地点にて相関係数の有意性が認められたが

N02値との比較においては相関が高い地点と低い地点

とがあった。

4－5　重回帰分析による湿度の影響について

アルカリ炉紙法等の簡易測定法は、気象条件等に影響

されやすいことは、今までの報告から考えられる。そこ

で、気象要因特に湿度を加えた垂相関及び偏相関分析を

試み、相関の惹い場合の原因を検討した。その結果を

TableX　に示した。湿度を加えた三変数間における重

相関係数を求め、また湿度を背景にした時の折紙法と自

動測定機法の偏相関係及ひ自動測定値を背景にした時の

炉紙法と湿度の偏相関係数を求めた。この結果、測定地

TableⅦi則違地点別による相関関係No．1

No　　　 測定地点 回帰直線式 相関係蟄 試H 敦
有竜作
の有窪

1　 草　 カロ市 役 所 Y ＝0 0 5X ＋0 860 0　968 田 有

2　 春　日　部 Y ＝0　02X 十1 143 0　914 10 石

3　 八　　 潮　　 ケ Y ＝0 07X ＋0　374 0　971
n 有

4　 和　　 太　　 ク Y ＝＝0 04X ＋1 209 0　939 1Z 有

5　 J甫　　 和 Y ＝0 10X ＋0 4 12 D　967 田 看

6　 大　　 台　 ク Y ＝＝0　08X 十0　211 0　981 田 有

7　 上　　 尾　　 ヶ Y ＝0　09X 十0　836 0　945 12 有

8　 人　　 間 Y ＝＝0 05 X 十0 91‘と 0　930 8 有

9　 川　　 越　 ク 1′＝0　08 X ＋0 790 0　978 田 有

む　 占巨　　 谷　　 ヶ Y ＝0　06 X 十0　62う 0　931 12 有

皿　 籠 士 見　　 ケ Y ＝0 03 X 十1 117 0　904 10 有

12 ‘J隻　　 巣　　 〃 Y ＝0　05 X 十0 963 0　957 9 有

13　 東 松 山 中 耳 校 Y ＝0　04 X ＋0　654 0 ．854 9 毛

1▲l 幸　　 手 町 役 場 Y ＝0　05 X 十1 120 0 ．892 9 有

15　 川　　 口 保 Ⅰ建所 Y ＝0　06 X ＋0 826 0　947 1Z 有

16　 戸 田 蕨　　 〃 Y ＝0．08 X 十0　265 0　973 田 看

17　 戸斤　 ／尺　　 ケ Y ＝0 13X ＋1 616 0　911 田 有

18　 川　　 口 市 役 戸斤 Y ＝0　04X 十1 231 0　899 8 有

19　川口南平柳公民館 Y ＝0 13X 十0 129 0　981 6 有

（F検定　信頼度95％）Y：ザルソマノ癌NO値
X：アルカリ原紙虐による窒素酸化物値

Table　ⅥⅠⅠ測定地点別による相関関係　No2

No　　 ）則定 地点 回帰 直 線 式 相 関係 数 試料 数
有昔 性
の有 率

1 草 加 加 市 役 所 Y ＝ 0　01 X ＋ 2　613 0 ．395 田 無

2　 春 日 部　　 〃 Y ＝ 0 01 X ＋ 2　402 0　433 10 額

3　 八　　 潮　 ク Y ＝ 0 03 X ＋ 1 927 0　772 田 有

4　 和　　 光　 ク Y ＝0 02 X 十 2 447 0　725 12 右

5　 腐　　 和　 ク Y ＝0 04 X 十 Z 157 0　829 12 有

6　 大　　 宮　 ク Y ＝ 0 04 X 十 2．601 0　948 田 有

7　 上　　 尾　　 ヶ Y ＝ 0 05 X 十 2　439 0 ，950 12 有

8　 入　　 間　　 〃 Y ＝ 0 02 X 十 2．361 0　491 8 無

9　 川　　 越　　 〃 Y ＝0．04 X 十 2 785 0 ．770 田 有

10　 盲巳　　 答　　 〃 Y ＝ 0 02 X ＋ 2 876 0　295 12 申

11 富 士 見　　 ヶ Y ＝ 0 02 X ＋ 2 144 0　491 10 阜

12　 一喝　 某　 ク Y ＝ 0 03 X 十 1 9浄 0　780 9 有

13　 東 松 山 中 寺 校 Y ＝0 07 X 十 1 601 0 ＿919 9 右

14　 幸　　 手 町 役 ．喝 Y ＝0。02 X ＋ 2　337 0　712 9 有

15　 川　　 口 保 1建 所 Y ＝0　02 X ＋ 2　387 0 ．866 田 有

16　 戸 田 敢　　 ヶ Y ＝ 0 01 ×十 2 566 0 120 田 囁

17　 所　 ／尺　 ク Y ＝0 03 X 十 3　378 －　 O　Z67 田 年

18　川 【」 「†Ⅰ 役　 所 Y ＝0 03 X 十 2　282 0 ．656 10 有

19　 川 口 南平 柳 公民 館 Y ＝ 0　05 X ＋2　376 0　837 6 有

（F検定　95％信頗度）Y：ザルソマン底NO2値
Ⅹ：7ルかノ摩耗戌による窒素酸化物値

TableⅨ　測定地点による相関関係　No3

1　　　　 測定地点 回帰直線式 相関係数 試村数
有意性
の有無

2　草　　 加 市 役 戸斤 Y ＝0　07X 十3　472 0　83 5
田 有

2　 春　日 部 Y ＝0 03X 十3 弓61 0　751 10 右

3　 八　　 潮　　 ム Y ＝0 10X 十2　301 0　944 田 有

4　和　　 光　　 〃 Y ＝0 ．06 X 十3　656 0　928 12 有

5　 浦　　 和 Y ＝0 ．エ4 X 十2 ．634 0　944 田 有

6　 大　　 宮　　 ヶ Y ＝0 13 X ＋2　813 0 983 田 有

7　 上　　 尾　　 ヶ Y ＝0 14 X 十3　275 0　959 12 右

8　 人　　 間 Y ＝0　07 X 十3　275 0　909 8 有

9　 川　　 越　 ク Y ＝0 12 X 十 3　575 0　937 n 有

10　 熊　　 谷　　 ケ Y ＝0 09 ×＋3　501 0　729 i2 右

11 富 士 見　　 ク Y ＝0　05 X 十3　359 0　824 10 有

12　ノq　　 某　　 ケ Y ＝0　08 X ＋2　943 0　934 9 有

13　東 松 山 中 辛 柁 Y ＝0 11X 十2　255 0　917 9 有

14　幸　　 手 町 役 場 Y ＝0　07X 十3　457 0　859 ロ 右

15　川　　 口 保 健 所 Y ＝0　07 X 十3　316 0．857 12 有

16　戸 田 献　　 ク Y ＝0　08X 十2　830 0　916
田 有

17　所　　 沢　　 〃 Y ＝0 11 X 十3　994 0　60 1 田 看

18　 川　　 口　市 役 所 Y ＝0　07 X 十3　465 0 ．834 10 有

19　 川口南平柳公民露 Y ＝0 18 X ＋2 ．505 0　972 6 有

（F検定　95％信頼度）Y±サルソマン底NOx値
X．アルカリ炉紙虐による測定値
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Table X　測定地点別による重相関及び偏相関関係について

J

一別左
地膚

n a o

X l X　2

重相同 ＝＝　≡＝．

7 ルカリ 自動測定
謂 管 機 S 0 2

平 均 値 平 均 値

a l 」偏相関
a 2　　 偏相関

A 10 0　359 0　229 0　876 0 ＿00Q 0　4ユ9 0　902 D．879 0　36 1 9

B 田 0　043 0 ，195 0 839 －0　003

－0　046

0　896 0　896 0　28 皿

C n
0　550 0 192 0　583

－0　000
－0　805 0　836 0　386 0　25 皿

D 田 0　561 0　028 0 103 －0 005 －0　405 0　547 0　402 0　23 皿

E 田 0　516 0　095 0　532 －0　005 －0　552 0　801 0　695 0　33 皿

F 田 0 196 0　251 0 827 －0 003　 －0　414 0 893 0　870 0　3Z 1 4

C 8 0　256 0　203 0　515 －0 005 －0　700 0　812 0　576 0　22 1 5

H 田
0 163 0　085 0　729 －0　002 －0　797 0　954 0　893 O 14 皿

l 田 0 592 0　01Z 0　062 －0　006 －0　782 0　830 0　445 0　20 皿

■ n 0　298 0 16i 0　926 －0　003

－0　465

0　933 0　914 0　3、5 1 4

K 田
0 150 0 138 0　930 10　002 －0　597 0　960 ロ　937 0 19 1 ∠

L 田 0 112 0 129 0　592
－0　001

－0　3 19 0　822 0　799 0　ユ5 1 0

T O T A L 129 0　284 0 14 1 0▼596 rO　OO3 －0　3 13 0　718 0　679 0　2 5 1 4

Y ＝ a （・十 al X f＋ a 2X 2　 Y ・7 ルカリ紙動 こよるS O ＼値 （S 0 ．ぅⅢg ／ dd）／100〔d ）

X l二導電峯融 こよるS O 拍 て （PⅢ ）

入。．虚度（％）

酎こより湿度が影響している地点と、ほとんど湿度との

影響が見られをい所がある0たとえば、C地点にて偏相

関をみると、炉紙法と湿度の偏相関に－0．805の逆相関

がみられ、炉紙法と自動測定機法の偏相関は0．583とい

う関係が得られた0このことは、湿度が折紙法に大きく

影響していると考えられる○この時の重相関係数も折紙

法と自動測定法の単相関よりも高くなっている。

この逆に、B地点では炉紙法と湿度の偏相関は－0．046

と低く、重相関係数と単相関係数も同じ値であり、湿度

の関係は無いと言ってよいほどである。このように、測

定地点別により影響を受ける地点と受けをい地点がある

が、このことについては以後検討する必要がある。

このようを結果から、アルカリ置紙法に与える気象因

子としては、風連や気温等を考慮しをければならをいが

湿度もアルカリ炉紙に与える影響は大きく、無視できを

いことがわかった。

4－6　TEA法によるNO2の測定について

アルカリ炉紙法による窒素酸化物の調査を実施した結

果、環境中の窒素酸化物が低濃度の場合は、アルカリ折

紙法では完全に捕集できをいことがわかった。最近、ア

ルカリ炉雑滋に変るTEA（トリエタノールアミン）法

〔6‡7）が捕集能力もよく、低濃度の環境中でも検出できる

ことが言われている。そこで、アルカリ折紙法と共に試

験的にわずかであるが実施したので報告する。捕其方法

－38一

としてはアルカリ炉紙法で使用した同

型の折紙を用い、それをTEA溶癌に

浸漬させたものであるが（摘集方法に

ついては検討の必要がある）この結果、

アルカリ炉紙法よりもTEA法の方が、

2～10倍ぐらい高い測定値が検出され

た。Table刀を参員鮎

また、5月、6月、7月をどはアル

カリ炉紙法での測定値は10瑠N02以

下と低いが、このTEA法で30、1仇g

N02／day／100cポの値が測遷さ

れている。

今回、このTEA法による測定値は

短期間で測定地点数も10箇所のみだけ

で、以後長期間にわたり測定する必要

があると考えられるが、高感度のTE

A法はこれから広く使用されると考え

られる。

5　まとめ

簡鉛則定法にて大気中の硫黄酸化物

及び窒素酸化物の測定を一年間実施し、自動測定値と比

較した。

1）二酸化鉛法とアルカリ炉紙法を比較すると冬季、

秋季に高い相関が得られたが、夏季にはそれほど高い相

関は得られなかった。

2）二酎ヒ鉛法及びアルカリ炉紙慮と自動測定機法（

導電率法）によるS02底を比較すると、秋季、冬季に

は相関係数はそれほど高くは無いが、有意差は認められ

た。

しかし、夏季には相関は認められをかった。

TableⅨ　TEA法によるNO2値

N 〕 例言地点
51年

12月
52年

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

ロ 草　 加 136　0 92　2 80　7 71 9 66　7 39　4 70　8 46　9

2 和　 光 136．0 84　4 83．9 8Z　8 73　3 45　6 108　7 48　4

3 浦　 和 王22　0 78 ．1 71 0 06＿3 75．0 38　2 87　0 42　2

4 大　 去 ユ32　0 73　4 7Ⅰ．7 92　2 81 7 40　9 91 ．7 40 6

34 4
5 右巳　 谷 76．0 ヰ古．4 46　7 68 8 68　3 28 ．8 64 ＿6

6 東松山 72 ．0 42　4 40 ．6 60　9 65　0 26　5 65　2 37　5

7 幸　 手 1ユ0 ＿0 65 ．6 53　2 76．6 53　3 21 2 45　8 28 1

8 川　 口 136．0 8Ⅰ 3 79　0 07 8 78．3 27▲9 87 ．0 48　4

9 戸　 田 138．0 71 ．9 74　2 96 ．9 66 ．7 26 ．5 76 1 39 1

10 所　 沢 100　0 59　4 59　4 98、4 80　0 38 ．2 87　0 45 ．3

単位：NOz瑠／・day／100。ポ



3）アルカリ折紙法と自動測定機凝（ザルソマン法）

による窒素酸化物値を比較した結果、NO値とは高い相

関がみられたが、N02値とでは高い相関はみられをく

ほとんど相関が無い目があった。

4）前述した自動測定機値との相関が無かった月の原

因として、簡易測定法（特にアルカリ折紙法）は気象条

件に強く影響を受けやすいためだと考えられ、湿度を助

えた重回帰分析をおこなった。その結果、湿度の影響は

無視できをいとわかった。

5）アルカリ折紙癌に代る、もっと感度が良い方法と

してTEA法を試験的に短期間実施した。その結果アル

7リ炉紙法よりも高い測定値が得られたが、今後、TE

A法については簡易測定法として適用できるかを考えも

つと詳しい検討をする必要がある。
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